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卒業式式辞 

校長  小林 英男 

 

【思い出日記】 

・すき焼き食べ放題、ホテル鈴長の料理がおいしかった修学旅行 

・強敵相手に「たくさんの勇気」を出してがむしゃらに戦った市内大会、県大会 

・猛暑の中、連合がひとつになったわか松祭 

・担任の先生も泣いた「音楽の聖地」りゅーとぴあに響いた美しい歌声 

・星野道夫さんの動物の気持ちを友達と一緒に考えた英語の授業 

・後輩の気持ちが嬉しかった三送ウイーク 

・そして今日、３月７日、胸にリボン、手にした卒業証書 

 

関屋中学校の伝統をしっかり継いでくれてありがとう。わか松祭のリーダーシップ、立派でした。りゅーとぴあでの「学

年合唱」感動しました。１年間の学校行事を影で表で支えてくれた生徒会本部の皆さん、委員長、部長の皆さん、ありがと

う。伝統はしっかり１，２年生に引き継がれました。 

先日、１・２年生に「３年生の好きなところを教えてください」というアンケートを取りました。 

最も多かったのが、①優しい、優しく接してくれる、次に②面白い、③明るくて元気、④行事のとき、みんなをまとめて

盛り上げてくれる、⑤かっこいい、と続いています。１・２年生にとって皆さんは憧れの存在です。                  

そんな皆さんに、私から一つだけメッセージを送ります。 

それは、迷ったら挑戦してみてください。やらずに後悔するよりも、やって後悔した方がその成功・失敗が後に繋がりま

す。勉強・仕事・趣味やスポーツ・恋。この先いろいろなことが待っています。ぜひ、悔いのない挑戦する人生を送ってく

ださい。          《中略》 

最後です。卒業生の皆さん、明日から自分で決めた目的地、頂上への登山の始まりです。スムーズに頂上まで行ける人、

たくさん回り道をする人、途中で休憩する人、来た道を引き返す人、様々な登り方があります。どんなに回り道をしても、

休憩しても構いません。あきらめずに頂上を目指してください。 

どんな困難にもまけないこと。 

「少しの勇気・少しの我慢・少しの感謝」を忘れないこと。 

辛い時は人を頼ること。 

そして、自分を一番大切にすること。 

それでは、明日からの登山に行ってらっしゃい。 
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門出の言葉 

卒業生代表  田澤 了 

 

三年前の春、仲間との出会いがありました。 

関屋中学校でともに学び、遊び、支え合った三年間は私たちの大切な思い出です。 

私たちは、窓の外に聞こえる鳥たちの羽音に、春の訪れを感じながら、この卒業式を迎えました。 

まず初めに、この特別な日に、共に過ごした仲間への感謝の気持ちを伝えたいと思います。みなさん、今日まで、ありが

とうございました。先輩、後輩が共に笑い合い、支え合いながら過ごした日々は、私たちの宝物です。 

今年度のわか松祭と音楽発表会は、私たち卒業生にとって、特別な思い出となりました。 

わか松祭では、先輩も後輩も全員で『大玉送り』に取り組みました。各連合で協力しながら大玉を送り、失敗を繰り返し

ながら助け合い、ゴールした瞬間は、本当に最高でした。 

また、リレー競技では、全員がバトンをつなぎ、全力を尽くし、応援する仲間の声に後押しされながら走り抜くことがで

きました。 

音楽発表会では、りゅーとぴあで、三学年合唱『ヒカリ』を披露しました。何度も練習を重ねたことで、心の底から自信

を持って歌うことができました。 

どちらの行事も、私たちの成長を自分たち自身が実感できる、貴重な場面となりました。 

日々の生活の中で、ゆっくりと少しずつ培われた友情は、これからも色あせることはないでしょう。私たちの人生を支え

る大きな力となると信じています。 

そして、関屋中学校での生活において、欠くことができない存在、それは、さまざまなことを教えてくださった先生方で

す。 

授業でわかりやすく教えてくださったり、クラスが和やかになるような話をしてくださったり、人としての礼儀、道徳心

などを教えてくださいました。私たちの願いや思いを受け止めてくださった服装プロジェクトは、私たちが社会に関わるき

っかけを体験させてくださいました。これまで、私たちを見守ってくださって、本当にありがとうございました。 

また、今まで私たちを育ててくれた家族、そして地域の皆さまへの感謝の気持ちも言葉にしたいと思います。中学生にな

り、自分の気持ちを様々な形で表現するようになった私たちが、時に素直に応じられなくなって、いろいろな迷惑をかけま

した。言い争ったり、叱られたりもしました。ですが、皆さまの温かい支え、理解があったからこそ、私たちはここまで成

長できました。 

 地域の皆さま。防災教室での学び、そして昨年の能登を震源とする地震の時の、地域における見守りやお気遣い、玄関前

の美しい花々で私たちを迎えてくださった日々のことを、私たちは忘れません。 

本当に、ありがとうございました。 

一、二年生の皆さん。皆さんはこれからの関屋中学校を支えていく存在です。これまで、私たち卒業生に力を貸してくだ

さって、ありがとうございました。これからまた、行事や勉強、地域や、それぞれの課外活動などの場で、様々なことに挑

戦して、理想の自分になれるように頑張ってください。友達と励まし合いながら、自分の可能性を信じて、実りある学校生

活を送ってほしいと思います。 

結びに、もう一度、感謝の気持ちを伝えたいと思います。卒業生の仲間たち、先生方、家族、地域の皆さま、一、二年生

の皆さん、私たちの成長を支えてくださったすべての方々に、心から感謝いたします。 

私たちは、これからの、新しい道での活躍を誓い、前を向いて進んでまいります。 

関屋中学校の皆様の、今後のますますの発展を願い、門出の言葉といたします。 



 

 

贈る言葉 

在校生代表  村山 実有希 

 

厳しい冬の寒さも終わりを告げるように、やわらかな風が吹き始め、春の訪れが感じられる季節となりました。このよう

な良き日に晴れて、この関屋中学校をご卒業される百六十五名の先輩方、ご卒業おめでとうございます。在校生を代表し、

お祝いの言葉を申し上げます。 

卒業証書を手にされた今、三年前この関屋中学校にご入学された日のことやこれまでの三年間の日々のことを思い出され

ていることだと思います。どのような三年間でしたか？慣れない中学校生活に戸惑うスタートだったかもしれません。楽し

い思い出はもちろん、ここまでの様々なご苦労なども思い出していることだと思います。そんな先輩方は、今年一年間、三

年生として、いつも私たち在校生に寄り添ってくださいました。先輩方をいつも身近に感じ、頼もしさを感じ、安心して学

校生活を送ることができました。言葉だけでなく、その姿勢で見せてくださる姿から、先輩方に少しでも追いつこうと、そ

の背中を追いかけてきました。先輩方の存在は大きく、ご卒業されることに、まだ実感がわきません。 

わか松祭では、猛暑の中、私たちをリードしてくださいました。パフォーマンスのダンスの練習では、私たちが踊れるよ

うになるまで、笑顔で優しく教えてくださいました。新しい競技も加え、全校生徒が楽しみ、充実したものになるよう、常

に先頭になり積極的に活動してくださいました。優勝を目指し、仲間をみんなで応援する姿、全力で競技する姿、全校生徒

が一つになって心から楽しんだわか松祭を、私たちは忘れません。 

音楽発表会では、りゅーとぴあのホールいっぱいに響き渡る迫力のある歌声が、今でも鮮明に心に残っています。そのよ

うな歌を作り上げるために、日々の学級の練習から手を抜かず、心を一つにして、納得いくまで練習を積み重ねてきたので

はないでしょうか。たくさんの苦労を乗り越え作り上げた先輩方の歌声は、聴いている私たちの心を掴み離しませんでし

た。 

部活動においても、何もわからない私たち一、二年生に優しく丁寧に教えてくださり、またいつも励ましてくださいまし

た。とても心強く感じた人が多かったと思います。さらに大会において、最後まであきらめず、全力でプレーする姿からも

私たち一・二年生は多くのことを学ぶことができました。 

その他にも、行事での工夫にあふれた生徒会活動、授業や学習への取組、日々、楽しそうに談笑する姿など、前向きで一

生懸命な姿、関屋中学校の生徒として、誇りと自信にあふれる姿は私たちの憧れであり、大きな目標でした。 

このように、先輩方は嬉しい時も辛い時も前を向き、ここにいる私たち在校生、そして関屋中学校を引っ張ってきてくだ

さいました。そしてこの関屋中学校の伝統を作ってきてくださいました。私たち在校生一同、先輩方からその伝統と誇りを

受け継ぎ、先輩方のように、よりよい関屋中学校を作っていけるように、これからみんなで力を合わせ努力して参ります。 

これから先輩方は、それぞれの選んだ道へ歩み出します。楽しいことばかりでなく困難なこともあるかもしれません。中

学校生活で学んだこと、経験したこと、全てを糧に、未来の扉を力強く切り開いていってください。私たち在校生一同応援

しています。 

最後になりますが、卒業される先輩方、今まで本当にお世話になりました。先輩方の益々のご活躍とご健康を心よりお祈

り申し上げ、贈る言葉とさせていただきます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

陸上 
〈２０２５日本室内陸上競技大阪大会〉 

   ・Ｕ１６女子６０ｍ 

滝澤 明里     ８秒１２ 

 

男子卓球 
〈県中学校選抜団体卓球選手権柏崎大会〉 

〇団体戦 

 ・予選リーグ 

対 柏崎東  ３－１ 勝ち 

対 柿崎  ３－１ 勝ち 

対 西山  ３－１ 勝ち 

   ・順位決定リーグ 

対           新井  ３－１ 勝ち 

対 糸魚川  ３－０ 勝ち 

対  直江津東  ２－３ 惜敗 

                                ２位！ 
 

〈新潟団体卓球選手権大会〉 

〇男子学校代表 

 ・予選リーグ 

対 光晴  ３－１ 勝ち 

対 寄居  ３－０ 勝ち 

   ・決勝トーナメント 

対           木戸  ３－１ 勝ち 

対 下山  ３－１ 勝ち 

対  巻西  ３－１ 勝ち 

対 亀田  ０－３ 惜敗 

                                準優勝！ 
〇男子オープン 

 ・予選リーグ 

対 東石山  ３－２ 勝ち 

対 新津第一  ３－１ 勝ち 

   ・決勝トーナメント 

対           木戸  ３－２ 勝ち 

対 中之口  ０－３ 惜敗 

                                ３位！ 
 

女子卓球 
〈県中学校選抜団体卓球選手権柏崎大会〉 

〇団体戦 

 ・予選リーグ 

対 柏崎東  ３－０ 勝ち 

対 連合A  ３－１ 勝ち 

対 千田  ３－１ 勝ち 

   ・順位決定リーグ 

対           糸魚川  ２－３ 惜敗 

対 三島  ２－３ 惜敗 

対  西山  ２－３ 惜敗 

                                ４位！ 
 

〈新潟団体卓球選手権大会〉 

〇女子 

 ・予選リーグ 

対 中之口  ３－０ 勝ち 

対 新津第一  ３－０ 勝ち 

   ・１位リーグ 

対           曽野木  ３－１ 勝ち 

対 葛塚  ３－１ 勝ち 

対  東石山  ３－０ 勝ち 

                                優勝！ 
 

 

女子バスケット 
〈第３９回BSN杯県U１４女子バスケットボール大会〉 

・予選リーグ 

対 BrightBeeｓ   53－33 勝ち 

対 柏崎Ｂ-alma         29－61 惜敗 

   ・決勝トーナメント 

対           DAINICLUB 43－64 惜敗 

  ベスト１６位！ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 


